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第１回 十勝川中流部川づくり報告会【議事概要】 

 
 
【開催要旨】 
 
開催日時：平成24年8月21日（火） 18:30～20:30 
開催場所：とかちプラザ視聴覚室 
出 席 者：39名 [地域住民（12名）、事務局(13名)、帯広開発建設部(14名)] 
 
 

【議事要旨】 
 

議事内容 確認事項 課題・その他 

正式名称 
について 

・正式名称「十勝川中流部市民協働会議」で決定  

十勝川中流部川

づくり WS 基本

方針の確認 

・河川管理者より、河川整備計画と十勝川中流部

川づくり WS の関係について説明 
・十勝川中流部川づくりワークショップの役割に

ついて説明 
・十勝川中流部川づくりワークショップで決まっ

た 9 箇所の川づくり案について説明 
・川づくり案に基づく施工が進んでいる箇所での

事例紹介 

 

工事について 
・河川管理者より、現在行っている工事の内容（相

生中島地区上流左岸・右岸・下流左岸）につい

て説明 
 

十勝川中流部市

民協働会議立ち

上げ報告 

・事務局長より、十勝川中流部市民協働会議の立

ち上げを報告 
・事務局の役割、規約について説明 
・十勝川中流部市民協働会議への参加を案内 

 

活動報告と今後

について 

・川づくりの十勝川モデル（住民が主体となった

川づくりの推進）の説明 
・PDCA モデルによる活動推進イメージの説明 
・十勝川中流部市民協働会議の活動報告 
・再樹林化防止を目的として造成する水域（湿地）

について現在の論点を説明 
・今後の活動について説明 

 

質疑応答 
・水域の整備方針は自然環境を優先する形で整備

する 
・当会議への関係自治体の参加を呼びかける 

・10 月に現地見学会を実施し、湿地

についての論点を整理する 

講評（顧問） 

「自分たちが決めた川づくり案を自分たちが進

める」という考え方が重要であり、合意形成を図

りながら進める手法は全国に先駆けているとい

える 
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【議事概要】 
 
○質疑応答 

発言者 内容 発言者 結果及び発言内容等 

進行 

相生中島上流右岸湿地の 
整備方針について、自然環

境と親水性のどちらを優先

して整備するのか質疑応答

参加者 

・川づくり案の実施に当たっては、止むを得ないこ

ととはいえ相当な面積の河畔林が失われている現

実もあるので、ここでは自然環境優先で進めてほ

しい。 

参加者

・水域の水深が浅いと棲める生物が限定され、深み

があると、より多くの生物が棲める。 
・親水性を優先すると維持管理が必要になり、管理

が大変。環境優先にして、水域の周辺に密生した

河畔林を設けて近づきにくくする方法はどうか。

参加者

・親水性を無理に考える必要はない。増水などで水

域に水が一度でものると形状が変化することも考

えられるので、その経緯を見つつ考えてはどうか。

まとめ 進行 

・自然環境優先の水域造成がここでの参加者の意見

のようで、事務局の意見とも大きく変わらない。

実際に水域ができて、何回か水がのるような状況

の経過を見れば、親水性について考慮すべき方向

性も見えてくるだろう。 
・10 月に現地立会し、方針を検討し、その結果を第

2 回報告会で報告する流れで進めたい。 

進行 その他質問等 

参加者

・WS には関係自治体が参加していたが、今回は参 
加されていないようである。川づくりについて自

治体とも話し合いの場を共有し、今後に活かして

いければいいと思う。 

進行 ・関係自治体へも参加の呼びかけをしたい。 

参加者

・報告会にもっと多様な意見を持つ方に来てほしか

った。多様な意見に対してしっかりと対応できる

当会の活動でありたいと思っている。色々な人の

参加を呼びかけましょう。 
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○講評 

発言者 内容 発言者 結果及び発言内容等 

顧問 講評 － 

・私は十勝川中流部川づくり WS、十勝川相生中島

川づくり WS、十勝川流域委員会に参加しており、

十勝川とは切っても切れない関係である。 
・自分たちが決めた川づくりを、自分たちで進める

というコンセプトは住民参加の基本的な部分であ

り、十勝川の川づくりの特徴である。日本でも世

界でも先駆けている事例ではないか。 
・自然環境の面から社会資本整備を考えると、自然

史なども考慮に入れる必要があり、長いタームで

考えなければいけなくなる。WS を通じての議論

の中で重要な点であると思う。 
・合意形成のプロセスは、回り道なように感じるが、

実は近道であり、より良い十勝川のためには必要

だと思う。 
・十勝川中流部市民協働会議が責任感を持って、川

づくりを進める。PDCA モデルにより進めてもら

いたい。 
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状況写真 

会場 工事について説明 

質疑応答 顧問講評 

 
 
 


